建物使用貸借契約書
　　　　　　 (以下「甲」という)と、　　　　　 (以下「乙」という)は、末尾記載の建物(以下、「本件建物」という)の貸借につき、次の通り契約する。
（目　　的）
第1条 甲は、本件建物を乙に無償で貸し、乙はこれを借り受けることを約する。
（実費弁償）
第2条 公租公課、その他本件建物の保有に基づいてかかる費用については、甲は乙に対して請求することができるものとする。
（契約の失効）
第3条 天変地変、公用徴収等甲の責に帰すことのできない事由によって、この契約の目的を達することができなくなったときは、この契約は失効するものとする。
（契約解除権）
第4条 次の各号のいずれかに該当するときは、甲は、この契約を解除することができる。
        １、甲から第２条の請求があったにもかかわらず、乙が速やかに支払わないとき
        ２、甲が６ヶ月前までに解約を申し出たとき
（原状回復）
第5条 乙は、前条によりこの契約を解除されたときは、乙は、本件建物を原状に回復し、これを甲に返還するものとする。
2  乙が自ら原状回復をしないときは、甲は、乙の費用を以って原状回復をすることができる。
第6条 乙が本件建物を利用するに当たっては、この契約を履行することはもちろん、近隣等に何等の迷惑をも与えないように注意する義務を負うものとする。
上記の通り契約が成立したので、本契約書を二通作成し、各自署名捺印の上、各一通を所持する。
          平成　　年　　月　　日
                     住　　　所   
                     賃貸人(甲)   　　　　　　　　　　　　　 　　印
　

                     住　　　所   
                     賃借人(乙)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
物件の表示
